
レプレカラー使用上の注意 

■施術前のシャンプーについて 

o 施術前は通常にシャンプーをしてしまうと、地肌の油分が取れてしまい、レプレカラーが地肌に染まりやす

くなってしまう場合があります。 頭皮をあまりこすらないようにし、髪の毛のみを洗うように注意してくだ

さい。 （毛髪があまり汚れていない場合はシャンプーは行う必要はありません） 

o スタイリング剤などが付いている場合も上記と同様に髪の毛だけを軽く洗ってください。 

■ドライヘアに塗るか？ウェットヘアに塗るか？の違い 

        

  

 

 

 

 

o 白髪を深く入れる場合や全体に色の発色を濃くしたい場合は、ドライヘアに塗布します。 

o 色を濃く入れるのではなく、むしろトリートメントとして行いたい場合は、ウェットヘアに塗布すると良い

でしょう。 

■レプレカラーの塗布について 

o レプレカラーの塗布量は通常のヘアダイの 1.5 倍くらいの量を目安に塗布してください。 毛髪によっては 

たっぷりと塗布したほうが効果が高くなるケースも考えられます。（白髪染め新生部など） 

o 塗布の順序はまず新生部に塗布し、次に中間～毛先を塗布する時間作法が効果的。 

o グレイヘアの新生部は毛流れに合わせ寝かせるように押さえつけてください。 

o 新生部が黒い場合は、その部分に塗布する必要はありません。 

■白髪に入れる場合の注意点 

o 白髪に色を深く入れる場合には新生部のみにボヤージュクリーム A20を配合して塗布します。 

o 既染部には色が深く入りすぎないように、クリアを配合したり時間差で塗布してください。 

o 根元のみのリタッチの場合は、新生部にボヤージュクリーム A20を配合したレプレカラーを塗布し、既染部

にはクリアのみを塗布すると良いでしょう。 

o レプレカラーを白髪染めとして使用する場合、加温タイムをやや長めに（20～30分）おいてください。 

o 通常のヘアダイで染まりにくい髪はレプレカラーでも完全に染めることはできません。 白髪をぼかす程度の

色の入り方をします。 白髪を完全に隠したい方の場合は通常のヘアダイで染め、毛先の褪色部にレプレカラ

ーで色補正をしてください。 

白髪染め 

発色を濃くしたい 

↓ 

ドライヘアに塗る 

トリートメント的に施術する 

色を淡く入れる 

↓ 

ウェットヘアに塗る 



■ボヤージュクリーム A20 使用時の注意点 

o 白髪の新生部に色を深く入れたい場合のみボヤージュクリーム A20 を以下の割合で配合します。 

《配合比》レプレカラー ＋ ボヤージュクリーム A20 

１０ ： １ 

《例》ダークブラウン ＋ ボヤージュクリーム A20 

７０ｇ ： １０ｇ 

o ボヤージュクリーム A20は、10％以上配合しても効果はありません。 また、毛髪への負担も大きくなりま

すので注意してください。 

o パーマ直後やストレート直後にはボヤージュクリーム A20 を配合するとパーマが取れてしまうので絶対に配

合しないでください。 

o ブリーチ毛にはボヤージュクリーム A20を配合しないでください。色落ちがわるくなります。 

o ボヤージュクリーム A20を使用した場合、毛髪と頭皮はアルカリ側に傾きます。 シャンプー後にボヤージ

ュ AC クリームを地肌から全体に揉み込み ph コントロールしてください。 

o ボヤージュクリーム A20を配合した場合、インディゴ・モカ・オレンジ・ラズベリー等は地肌に残りやすく

なりますのでご注意ください。 

■頭皮のかぶれについて 

o ボヤージュクリーム A20を配合した場合、アルカリで頭皮がしみる場合があります。 

o 明るい白髪染めの技法はアルカリ、もしくは過酸化水素でしみる場合があります。 

※最近リムーバーによるかぶれが多くなっています。 使用には十分注意し頭皮の PH コントロールもしっか

りと行ってください。 ボヤージュクリーム A20 のご使用をおすすめします。 

■施術後のシャンプーについて 

o 施術後のシャンプーは必要な時にのみ行うようにしてください。 

o プレーンリンス前に軽くお湯を含ませ頭皮をキレイに乳化させます。 その後通常通りシャンプーをすれば地

肌に着いた色素は簡単に落とせます。 しかし肌質によっては多少地肌に色が残るケースもあります。（乾燥

肌や高年齢のかたなど） 

※色味によっては落ちづらいものもあります。（インディゴ・モカ・ラズベリー） 

o シャンプーをつける前のプレーンリンス中にリムーバーで落とせば地肌の色素も落ちます。 間違ってもシャ

ンプー後にリムーバーで落とすようなことはしないように注意してください。 

o 最初のシャンプーは多少ぬるま湯で行ってください。 あまり高い温度ですすぐと激しく色落ちする場合があ

ります。 

o 脱脂力の強いシャンプーを使用した場合、多少きしみが出る場合がありますが、トリートメントをすればし

っとり仕上がります。 

■色素の褪色について 

o レプレカラー後は、初めのシャンプー３回位までは少し褪色します。 染めた直後に丁度いい色味にしてしま

うとシャンプー３回後には薄くなりすぎてしまいます。 染めるときは少し濃いめの色味にしてください。 



o ご家庭で使用するシャンプーの基剤によっては激しく色落ちしてしまう場合がありますので、 専用のレプレ

プレミアムシャンプーをお使いいただくと色持ちが良くなります。 

■洋服にレプレカラーがついてしまった場合 

o 洋服についてしまった場合、すぐに選択すれば落ちます。 時間が経つと落ちにくくなりますので注意してく

ださい。 

 


